
　

・倶知安町「百年の森」 43名

小学１年～中学２年生

２年

羊蹄山麓森あそび隊ホタレンジャー

ホタルが生息する池の周りに、車のライトや街灯の明かりを防ぐために植樹をしたり、水源探
しや水生生物調査など、「ホタルの郷研究会」の支援を受けながら、大人と子どもが協力して
実施していることが評価された。また、北海道にいないゲンジボタルを見たいとか本州からヘ
イケボタルを連れてきて増やしたい、という意見について、昔から地元にいる種類のホタルを
増やすことが大切だとの気づきも重要。

なし

活動の拠点である「百年の森」は、倶知安町の会期100年を記念して100年後の理想の森を創る
べく管理人を常駐させ、平成６年に指定開園し整備育成している10ヘクタールの小さな敷地で
起伏の多い森林地となっている。
この場所でホタレンジャーの活動を通じて、森と川、昆虫（ホタルなど）等そして動植物との
繋がりを考え、子どもたちと勉強、改善していく事は、自然環境実践活動として、非常に有意
義な事と考える。
今同じ場所で活動している「キノコ隊」また、コウモリ、カタクリの調査を進めている「百年
の森ファンクラブ」等とも連携を深め、将来の「百年自然の森」の原型を子どもたちと共に作
り上げていきたい。

当地はエゾ富士「羊蹄山」北海道スキーのメッカ「ニセコ蜂」数多い豊富な「温泉郷」を抱え、
それだけに昨今のレジャー産業の急速な地域開発で、自然環境が衰退していく現況を危惧して
ホタレンジャーを立ち上げた。
集まりは、地域は３町、学校は８学校の学生父兄で構成、活動の場所は、平成16年より活動し
ている「ホタルの郷研究会」が調査改善を進めているホタル生息３ヵ所の中「百年の森」を担
当し、当会の支援を受けながら元来生息していた数多いホタルの復活を願い、毎月１回の集ま
りを持ち、ここよりホタルを通じて地域の自然環境の改善をPR、向上発展させていきたい。
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